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シンチレータは蛍光体の一種であり、X 線や 線の様な keV~GeV オーダーの高エネルギー電

離放射線を即時に多数の可視光子に変換する特性を持っている。その応用先は多岐に渡り、高エ

ネルギー物理学、X 線 CT などの医療分野、空港の手荷物検査に代表されるセキュリティ分野、

資源探査など多くの分野で用いられている。数あるシンチレータの中でもガーネット構造を持つ

Y3Al5O12や Lu3Al5O12、Gd3Al2Ga3O12は高い発光量、速い応答性を持ち、現在まで多くの研究が行

われている［1,2］。Tb3Al5O12（TbAG）もガーネット構造を持つ材料であるが、シンチレータとし

ての研究報告は前述のガーネット材料に比べ少なく、研究の余地の大きな材料と言える。 

そこで本研究では、TbAGに Ceを添加した単結晶を Floating Zone (FZ) 法により作製し、シン

チレーション特性や光物性の評価を行った。シンチレーション評価として、X 線照射シンチレー

ションスペクトル、シンチレーション蛍光寿命、アフターグロー評価、パルス波高スペクトルを、

フォトルミネッセンス評価としてフォトルミネッセンス蛍光・励起スペクトルの測定を行った。 

図 1に X線照射シンチレーションスペクトルを示す。500 nmから 700 nmの範囲に Ce3+の 5d-4f

遷移が支配的な発光が確認できた。図 2 に 137Cs γ線照射により測定を行ったパルス派高スペク

トルを示す。標準試料として Ce:YAG透明セラミックスを用いた。3.0%Ce:TbAGが 15,000ph/MeV

の最も高い発光量を示した。 
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図 1. Ce:TbAGにおける X線照射シンチレーシ

ョンスペクトル 

 

図 2. Ce:TbAGにおけるパルス波高スペクトル 
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